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2026 年７月 28 日 

各  位 

 

会 社 名 株 式 会 社 Ｃ Ｌ ホ ー ル デ ィ ン グ ス 

代表者名 代 表 取 締 役 内川淳一郎 

  （東証スタンダード・コード番号 ４２８６） 

問合せ先 執行役員 経営企画・管理管轄 野 田 直 樹 

（ ＴＥＬ ０５０－１７４１－５５４９） 

 

『THE SCENE TABLE GINZA』オープンに関するお知らせ 

 

株式会社ＣＬホールディングス（本社：東京都港区、代表取締役：内川淳一郎、東証スタンダー

ド：コード番号 4286、以下、当社）の子会社である株式会社エルティーアール（本社：東京都港区、

代表取締役社長：谷丈太朗、以下、ＬＴＲ）は、この度、株式会社松屋（本社：東京都中央区、代表

取締役社長執行役員：古屋毅彦、以下、松屋）が東京・銀座に「ギンザミライミュージアム」をオー

プンすることに伴い、ミュージアム体験の延長線上で IP コンテンツの世界観を体感できるミュージ

アム併設型カフェ『THE SCENE TABLE GINZA』をオープンすることとなりましたので、お知らせいた

します。 

 

１．概要と目的 

当社グループは、中期経営方針に基づき、「エクスペリエンス」と「エンターテインメント」を掛

け合わせた「エクス・テインメント」（注１）ビジネスの拡大を加速しています。その一環として、

ＬＴＲは、IP と飲食体験を掛け合わせたフードエンターテインメント事業を専業とし、全国各地に

おいてテーマカフェ（注２）を展開しています。これまで、いわゆる一等地とされるエリアにおい

て、「認知度」・「感度」・「集客力」の高い IP を可変的に楽しめるテーマカフェを展開することで、

多くのファンの方に認知されてきました。 

そしてこの度、松屋が東京・銀座に新たに開業する「松屋銀座 並木通り館」内に「ギンザミライ
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ミュージアム」をオープンすることに伴い、ミュージアム併設型カフェ『THE SCENE TABLE GINZA』

をオープンすることとなりました。 

『THE SCENE TABLE GINZA』は、「物語を、味わう銀座。画面奥の熱狂が、いま、銀座のテーブルの

上に広がりはじめる。」をブランドコンセプトに掲げています。松屋との協業のもと、日本を代表す

るアニメやゲームをはじめとする多彩な IP コンテンツをテーマとしたカフェを期間限定で展開し、

作品の世界観を食・空間・体験を通じて表現することで、ファンが新たな出会いや感動を楽しめる

場を提供していきます。 

本取組みを通じて、ＬＴＲは、身近な非日常体験を創出するとともに、IP および業態の双方の拡

大による「テーマカフェブランドの多角化」をさらに加速していく考えです。 

 

２．『THE SCENE TABLE GINZA』の内容 

『THE SCENE TABLE GINZA』は、松屋が東京・銀座にオープンするミュージアム「ギンザミライミ

ュージアム」の展覧会企画と連動するミュージアム併設型カフェです。店内には大型デジタルサイ

ネージや展示演出を配置し、展開するコンテンツごとに表情を変える空間デザインを実現します。

限定フード・ドリンクやオリジナルグッズとともに、ここでしか味わえない没入体験をお楽しみい

ただけます。銀座ならではの上質さと日本コンテンツが持つ熱量を融合させた「ファンのリアルな

交流拠点」として、国内外へ新たなカルチャーと感動を発信していきます。 

 

＜店舗情報＞ 

（１） 店名 

『THE SCENE TABLE GINZA』 

（２） 所在地 

東京都中央区銀座２丁目３－６ 銀座並木通りビル３階 

（３） 開催期間 

2026 年９月５日(土)～ 

（４） 営業時間 

11:00～20:00（ラストオーダー19:00） ※日曜日のみ 19:30閉店 

（５） カフェ公式サイト 

the-scene-table.ltr-online.com 

 

３．今後について 

ＬＴＲは、『THE SCENE TABLE GINZA』をミュージアム体験の延長線上で IP コンテンツの世界観を

体感できる体験型フードエンタメ空間として位置付け、「ギンザミライミュージアム」での展覧会企

画に応じたテーマカフェの開催を順次予定しています。 

なお、本件が 2026 年 12 月期の当社連結業績に与える影響は軽微と見込んでおりますが、今後、

重大な影響を与えることが判明した場合には、速やかにお知らせいたします。 

 

 

https://the-scene-table.ltr-online.com/
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（注１）「エクス・テインメント」について 

「エクスペリエンス」と「エンターテインメント」を掛け合わせた造語で、エンタメ顧客体験価値を

表します。 

（注２）「テーマカフェ」について 

キャラクター、アーティスト、映画、アニメ、ゲームなどの様々な IP コンテンツをテーマとしたカ

フェのことで、IP コンテンツとカフェを融合させ、来店いただくファンの方に IPコンテンツの世界

観を存分に楽しんでいただく空間を提供しています。 

以上 


